
箱根町土地利用の調整に関する指導要綱 

 

 

（目的） 

 第１条 この要綱は、町のほぼ全域が国立公園に指定されている国際観光地「箱根」

が、その良好な自然環境を保全し、未来に継承するため、町内の都市計画区域の

うち用途地域の指定のない区域（以下「無指定区域」という。）において開発行

為を行おうとする者に対し、土地利用の調整に関して必要な指導を行うことを目

的とする。 

（定義） 

 第２条 この要綱において、「開発行為」とは、土地の区画形質の変更をいう。な

お、「土地の区画形質の変更」とは、次に掲げるものとする。 

  (1) 「区画の変更」とは、道路や水路などの新設や付替えなどにより、土地の

境界を変更し、その利用目的に適した形状、面積に分割することをいう。 

  (2) 「形の変更」とは、山林や農地などにおいて、土砂を搬入して盛土するこ

と又は掘削して岩石を採取するなど、切土、盛土又は整地を行うことをいう。 

  (3) 「質の変更」とは、農地等を宅地や墓地などにすること又は山林をキャン

プ場にするなど、土地の利用目的ないし性質を変更することをいう。 

 ２ 「開発区域」とは、開発行為に係る一団の土地の区域をいう。 

３ 「建築物系の開発行為」とは、主として建築物の建築を目的とする開発行為を

いう。 

（適用対象） 

第３条 この要綱は、無指定区域における１ha未満の開発行為（建築物系の開発行

為については開発区域の面積(以下「区域面積」という。)が 3,000㎡未満に限る。）

中、区域面積が 1,000㎡以上の開発行為を対象とする。ただし、墓地、埋葬等に

関する法律（昭和 23年法律第 48号）の対象となる開発行為及びペット霊園に係

る開発行為については、区域面積に関わらずこの要綱の対象とする。 

 ２ 開発区域が用途区域と無指定区域にまたがるときは、無指定区域の区域面積が

1,000 ㎡以上となる開発行為を対象とする。ただし、墓地、埋葬等に関する法律

（昭和 23年法律第 48号）の対象となる開発行為及びペット霊園に係る開発行為

については、区域面積に関わらずこの要綱の対象とする。 

（開発行為） 

第４条 開発行為は、次の各号のいずれかに該当するものとする。ただし、いずれ

の場合においても、当該開発行為が町の土地利用計画上支障とならないものであ

ること。 

   (1) 当該計画地が、すでに開発がされており、宅地、農地等として利用されて

いること（以下「既改変地」という。）。この場合において、土地の利用目的（神



奈川県土地利用調整条例施行規則（平成 8 年神奈川県規則第 97 号。以下「県

条例施行規則」という。）別表１の項から 17の項までに掲げる土地利用目的の

いずれかをいう。）を変更しないものであること（県条例施行規則第 2 条第 2

号又は同条第 3号に該当する場合を除く。）。ただし、既改変地において建築物

が建築されている場合又は建築されていた場合で、当該建築物を都市計画法

（昭和 43 年法律第 100 号）第９条第２項に規定する第２種低層住居専用地域

及び箱根都市計画特別用途地区建築条例（平成 8年箱根町条例第 6号）第５条

第１項に規定する第２種観光地区内において建築が認められる建築物に建て

替える開発行為（建て替えず、既存建築物を利用する場合を含む。）に限り、

土地利用目的の変更を認めるものとする。なお、開発区域は、既改変地部分に

ついてのみ認めるものとする。また、既改変地及び改変部分の判断は、現地調

査、登記簿、固定資産税課税状況等により町が行うものとする。 

   (2) 国、地方公共団体等が行おうとする開発行為で、公益性の高いものとして

町長が特に必要と認めたもの。   

   （町との協議） 

  第５条 前条の規定により開発行為を行おうとする者（以下「事業者」という。）

は、あらかじめ開発計画書（第１号様式）に次の図書を添付し、町長に提出し

て協議しなければならない。 

   (1) 開発区域位置図 

   (2) 土地利用計画平面図 

   (3) 土地利用計画断面図 

   (4) 施設（建築物、工作物等）計画図 

   (5) 排水計画図 

   (6) 開発区域現況図 

   (7) その他町長が必要と認める図書 

２ 事業者は、開発計画書の提出後に計画の変更が必要な場合は、あらかじめ開発

計画変更書（第２号様式）に前項の規定により提出した図書の変更部分に係る図

書を添付し、町長に提出して協議しなければならない。 

  ３ 町長は、前２項の開発計画書等の提出があったときは、遅滞なく、開発計画に

ついて審査し、その結果を事業者に通知するものとする。 

   （開発行為の着手） 

  第６条 事業者は、前条第３項の規定による通知書（開発の協議が整った場合に限

る。）の交付を受けた日以後でなければ、開発行為に着手してはならない。 

   （開発計画廃止届） 

  第７条 事業者は、開発計画書等の提出後、当該計画書に係る開発計画を廃止した

ときは、その日から 10日以内に、その旨を町長に届け出なければならない。 

 



（自然環境等） 

第８条 開発行為は、次に掲げる事項に適合しなければならない。 

(1) 周辺の自然環境、生活環境、景観等と調和するよう配慮されていること。 

  (2) 開発区域に、集団的な樹林地、良好な斜面緑地等が含まれている場合は、

極力存置するよう努めること。 

  (3) 開発行為が、周辺の住宅、農林業等に支障を及ぼさないよう配慮されてい

ること。 

  (4) 災害の発生のおそれがないよう努められていること。 

  (5) 大幅な地形の改変を伴うことがないよう努められていること。 

  (6) 開発行為の規模及び面積は、開発行為の目的を実現するために必要かつ最

小限度のものであること。 

（適用除外） 

 第９条 開発行為が、次に掲げる事項のみに該当する場合は、この要綱は適用しな

い。 

  (1) 温泉をゆう出させる、又はゆう出量を増加させる等の目的で土地を掘削若

しくは増掘しようとするもので、温泉法（昭和 23 年法律第 125 号）第３条又

は同法第 11 条の許可を神奈川県知事から受けている場合の開発行為（付属機

器等の設置を含む。）。 

  (2) 地下水を採取する目的で土地を掘削若しくは増掘しようとするもので、箱

根町開発事業指導要綱（以下「開発指導要綱」という。）第 12条の規定に基づ

く協議又は開発指導要綱の対象とならない場合で開発指導要綱第 12 条の規定

に準じた協議が整っている開発行為（付属機器等の設置を含む。）。 

  （その他） 

第 10 条 ゴルフ場の改修等については、神奈川県土地利用調整条例（平成 8 年神

奈川県条例第 10 号）審査指針第５章第１節５「ゴルフ場の取扱い」に適合する

ものであること。 

２ この要綱に定めのない事項は、別に定める。 

 

 

附 則 

この要綱は、平成 21年 4月 1日から施行する。

 



第１号様式（第５条関係）（第１面） 

 
開 発 計 画 書 

 
年   月   日 

 
 箱 根 町 長 様 
 
 
                         住   所(法人にあっては、主たる事務所の所在地) 
 
 
                         氏   名(法人にあっては､名称及び代表者の氏名) 
 
                                               
                         電話番号 
           
  
 箱根町土地利用の調整に関する指導要綱第５条第１項の規定により、次のとおり協議します。  

 開  発  計  画  の  名  称  

 
 開発区域の位置及び区域 

 

 
  
 開 発 区 域 の 面 積 

 
              ㎡（実測・公簿）  
 〔地目別〕宅地      ㎡  田       ㎡  畑       ㎡  
       山林      ㎡ 雑種地      ㎡ その他      ㎡ 

 
 開発区域の土地に対する法令   
 の規定による指定等の状況 

 

 
 開発区域の土地に対する  
 権 原 取 得 等 の 状 況 

 

 
 
 開 発 行 為 等 の 目 的 又 は 
  
 実 施 を 必 要 と す る 理 由 

 

 
 
 開 発 行 為 等 の 場 所 を 
  
 選 定 し た 理 由 

 



（第２面）  
  
 土 地 利 用 計 画 の 概 要  
 （ 利 用 区 分 別 面 積 ） 

 

 
 
 
 
 開発区域 
 内におい 
 て予定さ 
 れる建築 
 物その他 
 の施設の 
 概 要 

 
 建築物等の施設 

 

 
 造 成 工 事 等 

 

 
 給排水等の施設 

 

 
 道路その他の施設 

 

  
 安 全 ・ 防 災 対 策 の 概 要  
 （工事施行中の対策を含む。）  

 

 開 発 行 為 等 の 着 手 及 び  
 完 了 の 予 定 年 月 日 

  着 手     年   月   日  
  完 了         年   月   日 

 
 開 発 行 為 等 が 自 然 環 境  
 又 は 生 活 環 境 に 与 え る  
 影 響 等 に 関 す る 事 項 

 

 
 
 開 発 行 為 等 が 社 会 的 、 
 
 経 済 的 又 は 文 化 的 状 況 
 
 に与える影響等に関する事項 

 

 
 
 
 そ の 他 参 考 事 項 

 



第２号様式（第５条関係） 
 

開 発 計 画 変 更 書 
 

年   月   日 
 
 箱 根 町 長 様 
 
 
                         住   所(法人にあっては、主たる事務所の所在地)  
 
 
                         氏   名(法人にあっては､名称及び代表者の氏名) 
 
                                               
                         電話番号 
 
                                         
                                            事業者変更の場合の変更後の事業者  
                         住   所(法人にあっては、主たる事務所の所在地) 
 
 
                         氏   名(法人にあっては､名称及び代表者の氏名) 
 
                                               
                         電話番号 
  
  箱根町土地利用の調整に関する指導要綱第５条第２項の規定により、次のとおり協議します。  

 
 開 発 計 画 の 名 称 

 

 
 
 
 
 
 変  更  内  容 

 変  更  前  変  更  後 

  

 
 
 変  更  理  由 

 

 
 変 更 予 定 年 月 日 

             年    月    日 

 
 
 備               考 

 

 



第３号様式（第７条関係） 
 

開 発 計 画 廃 止 届 
 

年   月   日 
 
 
 箱 根 町 長 様 
 
 
                         住   所(法人にあっては、主たる事務所の所在地) 
 
 
                         氏   名(法人にあっては､名称及び代表者の氏名) 
 
                                               
                         電話番号 
 
  
  箱根町土地利用の調整に関する指導要綱第７条の規定により、次のとおり届け出ます。  

 開 発 計 画 の 名 称  

 廃 止 年 月 日       年   月   日 

  
  
  
  
 廃 止 の 理 由 

 
 □事業を実施しないこととしたため 
 
 □指導要綱の協議対象事業でなくなったため 
 
 □新しい開発計画を進めるため 
 
 □その他（                ） 
 
 
 （具体的な理由） 

 
 
 
 
 今 後 の 対 応 等 

 

 
 
 備           考 

 

 
 備考 今後の対応等の欄には、事業の進捗状況、計画地における復旧・対応措置等を記載してく  
    ださい。 
 


